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開催日時 

 
10:00～12:30 

(受付 9:30～) 

定員:50 名程度(先着順) 

の悩みを語り合う保護者の  

◎会 場 ：ウェルとばた２階 多目的ホール(北九州市戸畑区汐井町 1-16) 

) 

子どもも親も元気になるために、子どもの心理を

学んだり、お互いに悩みを語り合って、子どもへの接

し方を考えたりしてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 不登校児童生徒やひきこもりの若者などへの支援に携わる関係機関等から講師を招き、様々

な視点からお話をしていただくことで、子どもの心理や適切な接し方などについての理解を深めてい

きます。 

今回は、さまざまな悩みや困難を抱える子供や若者の相談を受け、自立に向けた支援を行って

いる北九州市子ども・若者応援センター「YELL」のセンター長、村上博志氏を講師にお迎えし、「不

登校の子どもの理解について」と題し、不登校の子どもに関わっていくために必要なこと、日々の心

構えなどについてお話していただく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 不登校のお子さんをもつ保護者の方が集まり、同じ年頃のお子さんをおもちの保護者でグループ

に分かれ、お互いの悩みや不安などについて意見交換を行います。お子さんの状況や悩みの内容

は様々ですが、それぞれの悩みを共有し合う中でお子さんとどのように向かい合っていくのか、ファシ

リテーターの進行の元でそのヒントを探していきます。 

不登校のお子さんをもつ保護者の方々には、普段孤独を感じている方もいらっしゃることと思いま

す。限られた時間の中ですが、同じ悩みをもつ親同士で語り合ってみませんか。 

 

 

・「できること」にもっと目を向けようと思いました。 

・ほかの方も同じような悩みを抱えていることを知れてよかったです。 

・共感できることが多くて心癒されました。 

・今まで話せなかったことが話せてよかったです。 

・いろいろと話が聞けて安心しました。 

 

◎対 象 ：お子様の不登校や行き渋り、ひきこもりなどに悩む北九州

市在住の保護者とご家族 

 

への理解を深める  
 

第１部 不登校への理解を深める講座（５０分） 

第２部 不登校の悩みを語り合う保護者の集い（７０分）  

/ (土) 

✿第１回の参加者の声✿ 

  

◎実施内容：２部形式で実施。どちらか一方の参加も可能です。 



令和７年度 

（第２回） 

 

 

※必要事項を記入し、このまま送信して下さい 

 

① 「不登校への理解を深める講座」・②「不登校の悩みを語り合う保護者の集い」 
 

◇希望するものに○をつけてください。 

（   ）①のみ参加  （   ）②のみ参加  （   ）①②とも参加 

◇名 前  ※参加者全員のお名前をお書きください。 

 

 

◇連絡先電話番号 （                      ） 

 

◇備考：お子様の学年、その他実施に当たり、ご要望があればご記入下さい。 

 

以下の事項を、電話またはＦＡＸで「子ども総合センター」までご連絡ください。 

・９月２７日（土）   ①「不登校への理解を深める講座」希望 

又は②「不登校の悩みを語り合う保護者の集い」希望 

又は①②とも希望 

・名前（ふりがなも）、連絡先電話番号 

＜申込み先＞ 子ども総合センター 教育・非行相談係（担当：前村・植田）宛 

◇ 電 話 ０９３－８８１－４５５６ （平日 8:30～17:00） 

◇ ＦＡＸ ０９３－８８１－８１３０ 下記の送信票をご利用下さい。 

・募集期間 令和７年９月１０日（水）～９月２６日（金） 

 

【申込み方法】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＡＸ送信票  

＜送信先＞  

０９３－８８１－８１３０ 

子ども総合センター  

担当：教育・非行相談係 前村・植田 

ふりがな （                            ） 

小学校（   年生）中学校（   年生）高校（   年生） 

その他（               ） 

 


